
令和４年度 教頭会調査研究プロジェクト研究テーマ・研究推進計画書 

プロジェクト名 学力向上 

座長氏名 伊藤栄勇（飯田東中） 副座長氏名 海沼 峰華（三穂小） 

研究テーマ 

児童・生徒の読解力向上のための具体的な方策を考え、継続的に取り組む

ことで、その成果と課題を明らかにしていく。 

研 究 推 進 計 画 

第１回（４月） ・研究テーマと研究推進計画の決定 

第２回（７月） ・昨年度、提案された取り組み 

①目的のある読書指導 

②読解力向上のためのドリルの実施 

③説明文を読む機会を増やす 

④読解力向上のためのスキルの系統化やそれ以外の方策 

を考え、どのように評価していくかを検討する。 

第３回（10月） ・プロジェクトチームの各校で実施している具体的な方策の取り組み状況の

中間報告をまとめる。 

・状況を受け、方策の見直しや評価方法について検討。 

視察研修 １０月～１１月を予定 

１０月２９日（土）長野県図書館大会 新井紀子氏の基調講演参加 

第４回（12月） ・具体的な方策についての考察とまとめ。 

・読解力向上のための方策を提案。 

第５回（２月） ・研究発表と意見交換 

＜７月 12日のプロジェクトから＞ 

１ これからの取り組み 

①読解力を高める取り組みとその成果の検証方法の具体について、今

年度検討を進める。 

②今年度と来年度で継続的な取り組みを行い、来年度その成果の検証

を行う。 

③今年度は、各校で進められる取り組みを行う。 

・目的のある読書指導（図書館と連携して） 

・・・上郷小、三穂小、飯田西中 

・読解力向上のための楽しいドリル学習（書籍など参考に） 

・・・千栄小、三穂小、飯田東中 

・スキルの系統化・・・飯田東中 

２ その他 

 ・読解力のとらえが様々である。 

 ・指導する教師が、読解力やその指導方法について理解を深める必要

がある。 

 ・ドリル購入に向け予算措置が必要である。 
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